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   津幡南中学校長  永井 隆和 

   １年学年主任   村上 直哉 

大歓声に包まれ、盛り上がった球技大会 ～ 校内バレーボール大会 ～ 

３月６日（水）に校内球技大会が行われました。朝早くから体育委

員が準備を行い、大会がスタートしました。今年最後の学年行事とい

うこともあり、みんなとても楽しみにしていました。ゲームが始まる

と、どのクラスも勝利を目指して一生懸命にプレーする姿が見られま

した。また、クラスメイトからも仲間を応援する姿が見られ、体育館

は大歓声に包まれました。結果は、男子の部では、予選リーグでどの

クラスも 1 勝１敗で並び、得失点差で 2 組と 4 組が決勝戦に進みま

した。決勝では接戦をものにした 2 組が勝利を収めました。女子の

部では、男子同様 2 組と 4 組が決勝に進み、2 組が優勝。総合で 2

組が勝利を収めました。大会の最後に、学年の代表で結成した「ドリームチーム」と先生方で構成した「教員チ

ーム」とのエキシビジョンマッチも行われました。校長先生や教頭先生も参加してくださり、大いに盛り上がり

ました。この大会を通じて、子どもたちの勢いと熱気を感じることができました。会を企画・運営してくれた体

育委員のみなさん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 組 2 組 

3 組 4 組 

5 組 6 組 



待ってました「百人一首大会」  上の句で“ハイ！”  

 3 学期の始業式が行われる日に予定されていた百人一首大会

が、3 月 7 日（木）に行われました。再開が危ぶまれた大会でも

あったので、実現できることを知って歓声が上がっていました。

男子の会場となった柔剣道場では、ザワザワした雰囲気の中で行

われましたが、下の句が始まる直前に緊張した空気が漂っていま

した。女子の会場となった卓球場では、終始張り詰めた空気の中

会が進みました。上の句で札を取り合うレベルの高いグループも

見られ、男子とは違った緊張感がありました。どのクラスもとて

も楽しんで競技を行うことができました。この会に際して、文化

委員の生徒が朝早くから会場設営に取り組んでくれました。ありがとうございました。 

学年レクで盛り上がり MAX、 プロ委のみんなありがとう！  

百人一首大会の後、学年プログラム委員会主催のお楽しみ会が卓球場で行われました。プログラム委員のメン

バーはこの日を迎えるまで、お昼休みを献上し準備に取りかかってきました。プロ委で知恵を出し合い、みんな

が楽しめるメニューを考えてくれました。「爆弾ゲーム」で会がスタートしました。クラスの枠を越えて車座に

座り、BGM が止まるまで 4 つのバスケットボールをとなりへ受け渡すというものでした。それぞれの場所で

歓声が上がり大いに盛り上がりました。次に「ジェスチャーゲーム」が行われました。お題が出され、そこから

連想される形を先生がジェスチャーで表現し、先生と同じジェスチャーをした生徒に得点が与えられるというも

のでした。先生方の滑稽な姿に、会場は笑いに包まれました。次にグループで行われた「イントロクイズ」で

は、正解する生徒がたくさんいました。最後は、難易度を 3 つに分けて行われた「学校クイズ」でした。日常

の話題がたくさん盛り込まれており、どの問題もよく考えられていました。楽しくゲームに参加することができ

ました。最後に、みんなが楽しめる企画を考えてくれたプログラム委員の皆さんに大きな拍手が送られました。 

後期プログラム委員のみなさん、お疲れさまでした！  

○学級会長としてみんなをまとめることができ、明るく元気に過ごすことができました。何をするにも準備してくれ

ている人がいることを知りました。やってみないとわからなく不安でしたが、感謝されたことでやりがいを感じま

した。これからもたくさんの人の役に立ちたいです。（①谷川蒼太・武蔵川怜依） 

○裏から支える存在の大切さを実感しました。多くの時間をかけて大変なことをも多かったけれど、行事が成り立つ

ことで実感がわきました。自分で考えて行動する力がつきました。（②山田 照・宇野樹乃） 

○準備をしたり練習をしたり、大変なことがたくさんありました。人前で話すことは緊張しますが、これからも昨日

の自分を越えていきたい。プロ委に入ることも司会をすることも自分にとっては挑戦でした。へこむことも少なく

ないけれど、自信もつきました。（③赤坂悠真・荻野優月） 

○みんなの代表として何かをすることの大変さを勉強できました。みんなの成長に寄り添うことができてうれしかっ

た。働く人に学ぶ会の運営を通して、あいさつや言葉遣いの大切さなどを学びました。（④小泉 葵・池田海音） 

○協力することの大切さを実感しました。この仕事を通してコミュニケーション能力が身につき、自分で考えて行動

する力がつきました。工夫したことでよい形で終わることができました。（⑤本井彪登・貝原歩華） 

○校外学習を通して、周りを見て行動することの大切さを学びました。また、やり遂げることで達成感が生まれまし

た。協力してくれてありがたかったし、楽しんでいる様子がとても嬉しかったです。（⑥佐野遥斗・北川紗弥） 



 

百人一首大会 

爆弾ゲーム 

ジェスチャーゲーム 

イントロゲーム 

ねこといえば・・・ 

ヨガといえば・・・ 

野球といえば・・・ 

1 年生みんな集まれ！ 2024.3.7 


